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(百万円未満切捨て)
１．平成27年７月期第２四半期の連結業績（平成26年８月１日～平成27年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年７月期第２四半期 12,596 7.2 721 12.0 709 24.3 439 67.7

26年７月期第２四半期 11,752 △5.0 644 △21.2 570 △24.5 262 △44.6
(注) 包括利益 27年７月期第２四半期 444百万円( 52.0％) 26年７月期第２四半期 292百万円(△39.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年７月期第２四半期 7.05 6.88

26年７月期第２四半期 4.39 4.16
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年７月期第２四半期 13,038 5,016 37.4

26年７月期 12,879 4,945 37.4
(参考) 自己資本 27年７月期第２四半期 4,876百万円 26年７月期 4,812百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年７月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00

27年７月期 ― 0.00

27年７月期(予想) ― 4.00 4.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
26年７月期期末配当金の内訳 普通配当 ３円00銭 記念配当 ３円00銭（上場市場変更記念配当）

　　

　

３．平成27年７月期の連結業績予想（平成26年８月１日～平成27年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,500 7.3 1,850 8.0 1,700 12.6 900 50.9 14.87
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年７月期２Ｑ 62,356,430株 26年７月期 62,356,430株

② 期末自己株式数 27年７月期２Ｑ 608株 26年７月期 608株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年７月期２Ｑ 62,355,822株 26年７月期２Ｑ 59,786,537株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による経済・金融政策を背景として、景況感は

緩やかな回復の兆しが見られる中で、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動の長期化や消費マインドの低下により、

先行き不透明な状況が継続いたしました。

当社が事業を展開している国内広告市場（※１）においては、平成26年の総広告費は６兆1,522億円（前年比

102.9％）と７年ぶりに６兆円超の市場規模となり、テレビ広告費（地上波テレビ）は１兆8,347億円（前年比102.4

％）と３年連続で増加いたしました。また、当社グループの主力事業であるＴＶ－ＣＭ制作の平成26年の市場規模

は2,170億円（前年比101.1％）と、平成22年以降、継続して緩やかな拡大基調にあります。

こうした環境下、当社グループは、平成30年７月期を最終年度とする中期経営計画（※２）の中長期的なビジョ

ンである「次世代のクリエイティブ・エージェンシー」の具現化を目指し、積極的な事業活動を推進してまいりま

した。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比で増加いたしました。当第２四半期連結会

計期間末の受注残高については、前年同四半期末比で312百万円増の7,736百万円（前年同四半期末比4.2％増）、当

第２四半期連結累計期間の受注高については前年同四半期比で1,842百万円増の14,729百万円（前年同四半期比14.3

％増）と受注状況は堅調に推移しております。

利益面については、売上高の増加に加えて、販売費及び一般管理費等の低減に努めたこと、並びに高利益率の案

件を複数受注したこと等より、営業利益は前年同四半期比で増加いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高12,596百万円（前年同四半期比7.2％増）、営業利

益721百万円（前年同四半期比12.0％増）、経常利益709百万円（前年同四半期比24.3％増）、四半期純利益439百万円

（前年同四半期比67.7％増）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額33百万円

が含まれております。

※１ 「2014年 日本の広告費」（株式会社電通）によります。

※２ 詳細については、平成25年９月12日に発表した「TYOグループ中期経営計画2013」及び平成26年９月11日に発表

した「『TYOグループ中期経営計画2013』の進捗と今後の展開(2014)」をご覧ください。
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セグメント別の概況は次の通りであります。

なお、当社グループの報告セグメント区分は、前連結会計年度において「ＴＶ－ＣＭ事業」「マーケティング・コ

ミュニケーション事業」「その他」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より「広告事業」「映像関連事業」

に変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替え

た数値で比較しております。

①広告事業

当事業は、全ての広告コンテンツの戦略・企画・制作を行っております。

当事業では、当社グループの主業務である広告代理店経由取引については継続強化を図り、当社グループの成長

分野として位置付けている広告主直接取引については今後の躍進を目指して、積極的な営業活動を展開してまいり

ました。その結果、電気・情報通信、自動車、飲料、衣料等の業種を中心として案件受注が順調に推移し、既存の

大型得意先からの受注増加及び新規案件の獲得等により、売上高は前年同四半期比で増収に転じました。また、収

益管理の徹底及びブランド間の異動を伴う組織体制の整備等により、営業利益は前年同四半期比で増加いたしまし

た。

以上の結果、当事業は売上高11,899百万円（前年同四半期比6.4％増）、営業利益1,540百万円（前年同四半期比

2.4％増）となりました。なお、販売費及び一般管理費には、Ｍ＆Ａによるのれん償却額33百万円が含まれておりま

す。

②映像関連事業

当事業は、アニメーション、ミュージックビデオの企画・制作等を行っております。

当事業では、高利益率のライブ映像案件をはじめとして、ミュージックビデオ制作における案件受注が好調に推

移し、アニメーション制作においては案件の受注単価が上昇したことにより、売上高は前年同四半期比で増加いた

しました。利益面については、アニメーション制作において一部作業の外部委託が増加したため、営業利益は前年

同四半期比で減少いたしました。

以上の結果、当事業は売上高696百万円（前年同四半期比23.4％増）、営業利益52百万円（前年同四半期比18.5％

減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 流動資産

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて216百万円増加し、9,674百万円となりま

した。主な要因は、現金及び預金が310百万円減少しましたが、仕掛品が382百万円、その他に含まれる未収入金が

71百万円それぞれ増加したことによるものです。

② 固定資産

当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて56百万円減少し、3,364百万円となりまし

た。主な要因は、有形固定資産が９百万円増加しましたが、貸倒引当金が197百万円、その他に含まれる長期未収入

金が203百万円、のれんが33百万円それぞれ減少したことによるものです。

③ 総資産

上記の結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて159百万円増加し、13,038百万

円となりました。

④ 流動負債

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて270百万円増加し、4,761百万円となりま

した。主な要因は、未払金が142百万円減少しましたが、その他に含まれる前受金が373百万円増加したことによる

ものです。

⑤ 固定負債

当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末に比べて181百万円減少し、3,261百万円となりま

した。主な要因は、長期借入金が250百万円減少したことによるものです。

⑥ 純資産

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて70百万円増加し、5,016百万円となりまし

た。主な要因は、四半期純利益の計上により439百万円増加しましたが、配当金の支払により374百万円減少したこ

とにより利益剰余金が65百万円増加したことによるものです。その結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本

比率は37.4％となりました。

（キャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べて

310百万円減少し、3,567百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は364百万円(前年同期は、223百万円の獲得)となりました。主な収入要因は税金

等調整前四半期純利益655百万円、前受金の増加373百万円であり、主な支出要因はたな卸資産の増加381百万円、

法人税等の支払206百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果獲得した資金は11百万円(前年同期は、8百万円の使用)となりました。主な収入要因は保険積

立金の払戻90百万円であり、主な支出要因は有形固定資産の取得38百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は686百万円(前年同期は、609百万円の使用)となりました。主な支出要因は配当

金の支払370百万円、長期借入金の返済250百万円、リース債務の返済58百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年９月11日に発表いたしました、平成27年７月期通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,878,433 3,567,907

受取手形及び売掛金 3,782,986 3,731,873

仕掛品 1,480,966 1,863,089

原材料及び貯蔵品 5,786 6,117

その他 318,924 511,411

貸倒引当金 △8,663 △5,825

流動資産合計 9,458,434 9,674,574

固定資産

有形固定資産 2,013,778 2,023,692

無形固定資産

のれん 231,886 198,528

その他 92,608 85,655

無形固定資産合計 324,495 284,183

投資その他の資産

投資有価証券 127,093 124,960

その他 1,213,583 992,332

貸倒引当金 △257,915 △60,851

投資その他の資産合計 1,082,761 1,056,442

固定資産合計 3,421,036 3,364,318

資産合計 12,879,470 13,038,892

負債の部

流動負債

買掛金 2,745,900 2,657,454

1年内返済予定の長期借入金 500,000 500,000

未払金 528,571 385,582

未払法人税等 207,061 244,217

未払消費税等 231,911 212,421

株主優待引当金 - 38,284

賞与引当金 600 1,809

その他 276,803 722,075

流動負債合計 4,490,849 4,761,845

固定負債

長期借入金 2,800,000 2,550,000

リース債務 237,800 233,234

役員退職慰労引当金 305,084 314,271

退職給付に係る負債 17,073 18,251

資産除去債務 82,742 145,244

固定負債合計 3,442,701 3,261,001

負債合計 7,933,550 8,022,846

純資産の部

株主資本

資本金 1,848,895 1,848,895

資本剰余金 845,027 845,027

利益剰余金 2,105,715 2,171,177

自己株式 △109 △109

株主資本合計 4,799,528 4,864,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,235 11,792

その他の包括利益累計額合計 13,235 11,792

新株予約権 49,576 54,987

少数株主持分 83,578 84,274

純資産合計 4,945,919 5,016,045

負債純資産合計 12,879,470 13,038,892
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年８月１日
　至 平成26年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

売上高 11,752,944 12,596,244

売上原価 9,597,186 10,417,432

売上総利益 2,155,758 2,178,811

販売費及び一般管理費 1,511,282 1,457,090

営業利益 644,475 721,721

営業外収益

保険返戻金 2,809 31,800

その他 17,256 17,056

営業外収益合計 20,066 48,856

営業外費用

支払利息 36,013 25,678

売上債権売却損 29,877 14,846

その他 27,966 20,905

営業外費用合計 93,857 61,431

経常利益 570,683 709,146

特別利益

固定資産売却益 236 81

その他 3,697 0

特別利益合計 3,933 81

特別損失

固定資産除却損 3,050 39,816

ゴルフ会員権評価損 1,200 14,242

その他 1,200 126

特別損失合計 5,450 54,185

税金等調整前四半期純利益 569,166 655,043

法人税、住民税及び事業税 174,782 241,276

法人税等調整額 126,067 △32,593

法人税等合計 300,850 208,683

少数株主損益調整前四半期純利益 268,316 446,359

少数株主利益 6,128 6,761

四半期純利益 262,187 439,597
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年８月１日
　至 平成26年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 268,316 446,359

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24,400 △1,442

その他の包括利益合計 24,400 △1,442

四半期包括利益 292,716 444,916

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 286,587 438,154

少数株主に係る四半期包括利益 6,128 6,761
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年８月１日
　至 平成26年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成27年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 569,166 655,043

減価償却費 140,045 134,732

のれん償却額 34,759 33,232

固定資産除却損 3,050 39,816

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,305 △2,838

賞与引当金の増減額（△は減少） △97,925 1,209

退職給付引当金の増減額（△は減少） 952 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,950 9,187

受取利息及び受取配当金 △572 △640

保険返戻金 △2,809 △31,800

支払利息 36,013 25,678

出資金償却 6,251 1,212

シンジケートローン手数料 8,232 2,106

投資有価証券売却損益（△は益） △3,697 0

売上債権の増減額（△は増加） 506,183 51,112

たな卸資産の増減額（△は増加） △477,657 △381,965

仕入債務の増減額（△は減少） △304,532 △88,446

未払金の増減額（△は減少） △27,047 △143,700

未払消費税等の増減額（△は減少） △47,473 △19,490

前受金の増減額（△は減少） 104,900 373,010

その他 △30,468 △62,142

小計 415,015 595,318

利息及び配当金の受取額 572 640

利息の支払額 △36,028 △25,601

保険返戻金の受取額 2,592 663

法人税等の支払額 △159,143 △206,211

営業活動によるキャッシュ・フロー 223,007 364,808

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △39,165 △38,531

無形固定資産の取得による支出 △9,286 △8,478

投資有価証券の売却による収入 36,311 0

差入保証金の差入による支出 △1,422 △17,455

製作委員会等からの分配による収入 7,345 3,947

保険積立金の積立による支出 △27,538 △27,739

保険積立金の払戻による収入 597 90,660

その他 24,483 9,168

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,673 11,571

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △350,000 △250,000

シンジケートローン手数料の支払額 △8,232 △2,106

リース債務の返済による支出 △76,939 △58,099

ストックオプションの行使による収入 28,262 －

配当金の支払額 △178,145 △370,978

少数株主への配当金の支払額 △4,728 △5,345

その他 △20,000 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △609,784 △686,530

現金及び現金同等物に係る換算差額 △644 △375

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △396,095 △310,526

現金及び現金同等物の期首残高 3,394,817 3,878,433

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,998,722 3,567,907
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年８月１日 至 平成26年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

広告事業
(千円)

映像関連事業
(千円)

合計
(千円)

調整額
(千円)
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注) ２

売上高

外部顧客への売上高 11,188,193 564,751 11,752,944 ― 11,752,944

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,379 962 8,341 △8,341 ―

計 11,195,572 565,713 11,761,285 △8,341 11,752,944

セグメント利益 1,504,173 64,964 1,569,137 △924,662 644,475

(注) １ セグメント損益の調整額△924,662千円には、セグメント間取引消去3,980千円及び全社費用△928,642千円

が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る人件費及び経費であります。

２ セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年８月１日 至 平成27年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

広告事業
(千円)

映像関連事業
(千円)

合計
(千円)

調整額
(千円)
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)
(注) ２

売上高

外部顧客への売上高 11,899,324 696,919 12,596,244 ― 12,596,244

セグメント間の内部売上高
又は振替高

9,982 22,529 32,511 △32,511 ―

計 11,909,306 719,448 12,628,755 △32,511 12,596,244

セグメント利益 1,540,959 52,938 1,593,897 △872,176 721,721

(注) １ セグメント損益の調整額△872,176千円には、セグメント間取引消去120千円及び全社費用△872,296千円が

含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る人件費及び経費であります。

２ セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループの報告セグメント区分は、前連結会計年度において「ＴＶ－ＣＭ事業」「マーケティング・コミュニ

ケーション事業」「その他」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より「広告事業」「映像関連事業」に変

更することにいたしました。

　当該変更の背景は、当社グループの成長分野として位置付けているマーケティング・コミュニケーション事業

（広告主直接取引）において、取り扱う広告媒体および制作物が多様化し、業務領域が広域化しつつあるためです。

　このため、従来の報告セグメントを跨いだ案件が複数発生するようになっており、「ＴＶ－ＣＭ事業」「マーケテ

ィング・コミュニケーション事業」を「広告事業」に統合し、「その他」を「映像関連事業」と実態に即した名称

に改称することで、当社グループの活動実態を正確に反映させ、より適切な経営情報の開示を行うことを目的とし

て、セグメント区分を変更することといたしました。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成しており、前第２四

半期連結累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に記載しております。
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